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しずおか                                                   ２０２３年１０月３１日 

県勤協連ニュース              ３９７号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 
 

    ホームページ   http://kinrokyo.net/shizuoka/ 

              Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net 
 

 
岸田首相の軍事暴走にストップを！ 

第 43回県護憲定期総会で活動強化 
 

憲法擁護静岡県民名連合（代表委員．福井

淳県平和センター会長）は 2023 年 10 月 19 日、

静岡労働会館に於いて『第 43 回定期総会』を

開催しました。 
 

同総会で挨拶に立った福井淳代表委員は、

①パレスチナ自治区ガザを実効支配するイス

ラム組織ハマスによる奇襲攻撃によって始ま

ったイスラエルとの戦闘は極めて深刻な事態

に陥った。双方の死者は 10 月までに計 2，000

人を超えた。激戦のきっかけとなったハマスの奇襲攻撃は非難されるべきだ。一方、昨年 12 月に発

足したイスラエルのネタニヤフ政権による「パレスチナへの強硬姿勢が背景にある」と言われてい

ます。 

②国内に於いては、岸田政権は 2024 年度の防衛予算は 2023 年度の 6 兆 8，000 億円から大幅に増

大されようとしています。特に、2028 年度までに整備する「イージス・アショア搭載艦」の建造費

も計上して、過去最大の 7兆円台を目指しています。 

③そればかりか、憲法改悪を進める勢力は「来年（2024

年度）の通常国会での発議を目指すことも予想されていま

す。従って、「新たな戦前は目前に迫っている」といえます。 

④過去の戦争で日本はアジア・太平洋の国々に犠牲を強

い、自国民の人命も失った。その反省に基づいて憲法 9 条

を含む現行憲法は「平和理念」に徹している。私たちは、

日本の軍国化への危険な動きに対して強く反対しながら、

「ウクライナとロシア」、そして「パレスチナとイスラエ

ル」の紛争についても岸田政権へ『国際的な立場で人道的

な支援へ積極的に動く』ことを、大きな世論を静岡県から巻き起こしていきましょう、と訴えまし

た。 

 

同総会では、『反戦・反核闘争の取り組み』．『民主教育・平和行政推進の取り組み』．『区兵器廃絶、

脱原発の取り組み』．『運動と組織強化に向けた取り組み』などの方針を決定しました。とりわけ、

11月における以下の取り組みについて強化することを確認しました。 

◆11月 3日  静岡市・江崎ホール 「東海ブロック憲法フォーラム」 

◆11月 11～13日～ 新潟市「第 60回護憲全国大会」 

 

mailto:shizuoka@kinrokyo.net


- 2 - 

 

静岡県下における「被爆 78周年」の平和展 
今年も私たち静岡県勤労者協議会連合会は「被爆 78 周年」を迎えた 8 月 15 日を中心に掛川勤労協（8

月 10-13 日、掛川市中央図書館）・袋井勤労協、県勤労協に連帯する立場から志太はいばら 9 条を護る会

（8 月 3-13 日、稲葉地区交流センター他２カ所・主催・非核平和都市ふじえだ市民の会）、清水地域勤労

協（9 月 19 日～10 月 12 日、はーとぴあ清水）の 3 地区勤労協と志太はいばら 9 条を護る会の主催で、

計 6カ所で「地域での平和資料・写真パネル・動画展示会」を開催してきました。 

編集者としての感想を含めて、以下の内容で「2023 被爆 78 周年の平和展示会」を報告させて頂きます。

なお、袋井勤労協は前月で報告済みなので、今回は掛川・志太はいばら・清水の 3地域です。 

 

8月 15日の「全国戦没者追悼式」  

なぜ天皇陛下に「深い反省と不戦の誓い」があるのに、 

岸田首相には無いのか? 
 

編集者は昨年の勤労協ニュースでも取り上げましたが、政府主催の全国戦没者追悼式の式辞で天皇陛

下は「深い反省」を一貫して述べられているのに、岸田文雄首相は歴代政権の式辞を踏襲し、侵略や植

民地支配への加害責任に触れず、「深い反省」「不戦の決意」という言葉も使わなかったことは何故なの

か、との疑問に東京新聞では以下の記事を掲載していましたので紹介します。 

 

天皇陛下が「深い反省」を一貫して述べられている理由とは  
  

天皇陛下は終戦記念日の 15 日、令和になって 5 度目の

全国戦没者追悼式で、過去の戦争への深い反省と平和への

願いを新たなめて述べられた。「深い反省」の言葉を盛り

込み、平和と不戦の思いと継承すると誓った部分は、即位

後初めて参列した 2019年から一貫している。 

ノンフィクション作家の保阪正康さんは「時流がどうで

あっても天皇家の思いは不動であり、歴史の空間へのメッ

セージとして不動という証しを立てている」と指摘する。

なお、ロシアのウクライナ侵攻に振れなかったことについ

ては「今の段階で触れるなら『戦争をやめてほしい』としか言えない。それは政治的になると判断した

のではないか」と話した。 

なお、東京新聞は同日の記事で「岸田首相、戦没者追悼式の式辞で際だつ『前例踏襲』」の見出しで以

下の内容を掲載していました。（2023年 8月 16日東京新聞） 

 

 岸田首相、戦没者追悼式の式辞で際立つ「前例踏襲」 
2023年 8月 16日東京新聞 

岸田文雄首相は 15 日、全国戦没者追悼式で式辞を述べたが、大部分は昨年と全く同じ内容で、歴代政

権の中でも前例踏襲の姿勢が際だった。先の大戦での加害責任や反省に触れなかったほか、被爆地・広

島選出の政治家としての平和へのこだわりも示されず、不戦の決意が十分伝わったとは言い難い。 

追悼式の式辞は政権の歴史認識や恒久平和への姿勢を映し出す。構成や内容は例年似通う傾向にある

が、2000 年以降、複数年にわたり式辞を述べた小泉純一郎、菅直人、安倍晋三の 3 首相には、式辞の言

い回しを毎回少しでも返る工夫が見られた。 

 

新たな戦前へ突っ走る自公政権に対して、 

再度、見直される『村山談話』の継承を次世代へ 
政治家の歴史認識が話題になるとき、よく取り上げられるのが「村山談話」です。村山談話とは、文
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字通り村山元首相による談話のことです。戦後 50 年にあたる 1995 年の終戦記念日

（8 月 15 日）に、当時の村山富市首相（社会党）が日本の植民地支配と侵略を謝罪

した声明文で閣議決定されました。         

以来、日本政府の公式見解として歴代内閣が引き継いできました。村山談話のポ

イントは、過去に「国策を誤り」、「植民地支配

と侵略によって、多くの国々、とりわけアジア

諸国の人々に対して多大な損害と苦痛を与え

た」として、「痛切な反省の意」と「心からの

お詫びの気持ち」を表明したことです。私たち静岡県勤労者協議会

連合会は、上記の「村山談話」を次世代に継承させる為に毎年、夏

から秋にかけて開催する「地域の平和・資料展示会」では写真パネ

ルで『侵略へ突き進んでいった歴史』を毎回、紹介しています。 
  

忘れてはならない 7月 26日は「島田空襲の日」  

原爆投下訓練『パンプキン』で 47人死亡 
 

島田空襲は終戦直前の 1975 年 7 月 26 日、約 4.5 トンの『パンプ

キン』と呼ばれる原爆模擬爆弾が投下され、47 人が死亡、140 人余

りが負傷しました。その後、『パンプキン』は米軍が行った原爆投下

訓練の 1つであったことが判明しました。 

上記の経緯から、島田市は戦争の悲惨さを後世に伝えようと、毎

年、投下地点近くの扇町公園で「慰霊のつどい」を開催している事

が 7月 29日にマスコミで取り上げられました。 

 

掛川平和写真パネル展でも島田空襲と原爆投下を紹介 

 

掛川平和展示会では、上記に紹介した『島田空襲（原爆投下訓練の 1 つでパ

ンプキン爆弾）』が掲載されたこともあり、当日は子供づれの参加者が多く見

られました。特徴は、①「大人である母親も島田空襲で『原爆投下訓練（パン

プキン）』が実施されたことは知らなかった。②今回、写真を見て「原爆は広

島・長崎のみ」が原爆の被災者と思っていましたが、島田も含まれている事実

を確認できたので原水禁運動が重要性を再確認できました。③私の子供が中学

生になったら、広島か長崎に行く機会をつくり被災者に黙祷を捧げたい。－と

の声を聞くことができました。 

   
藤枝は市内 3 ｶ所で平和展示会 

藤枝平和展示会は、市内 3 カ所で開催しました。

藤枝は島田市に隣接している事から、島田空襲を経

験している方も参加していました。同会場は「写真

パネル．当時の遺品．ＶＴＲ上映」など多岐の企画

から各コーナーに立ち止まり、展示品を眺めている

姿が見られました。 

同展示会が「市内 3 カ所開催」という事で、スタ

ッフは準備から展示品の搬入．片付け．そして次回

の開催場所への移動等、多忙の連続でした。しかし、

各会場とも「参加者からは開催日が選択できるので

良かった」と好評の声も聞かれました。 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/3826638a1317fbc9efb12e6b9f348aeb8beae786/images/000
https://news.yahoo.co.jp/articles/3826638a1317fbc9efb12e6b9f348aeb8beae786/images/000
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（下写真・藤枝会場で行われた平和コーラス） 

 

清水は 10日間延長して「平和写真パネル展」 
 

清水平和パネル展示会は当初、9 月 19 日～10 月 2 日迄、

「第二次世界大戦の真実」を開催しました。①しかし、9

月上旬には「2024 年度防衛費が大幅に増加になる模様」と

の報道がされました。②併せて、『増税メガネ』に象徴され

る様に「防衛費増額に伴い増税も」という空気が市民の中

にも現れてきました。③その結果、「自衛隊も新たな戦前に

向かっているのではない

か」という危機感を感じ

ていた－と、主催者側も

感じていました。 

上記の結果、正式な参加者の数字は把握できませんが「従前に比べ

て参加者数が増大していること」から、10 月 2 日の終了日を『10 月

12日まで延長』して開催してきました。 

 

結びに 
 
今回、県下 3 地区の「平和資料展」に取り組む記事が 10 月号に遅れてしまったのは、清水勤労協の

「平和展示会」が 10 月 12 日までに延長されたことや、各種の活動や行事が重複した為に編集作業が遅

れた要因です。関係者の皆様にはお詫び申し上げます。 

編集者は、戦没者追悼式の式辞を掲載させて頂いたのは「天皇陛下と現首相」との相違点や「村山談

話」との相違点が『新たなる戦前へ突き進む』ことに繋がる危機感からです。天皇陛下の式辞を評価す

る方は多くいると思いますが、国民が「村山談話」を継承させる為には今回の様に「県下３地区勤労協

＋9条を護る会の平和資料展等」を今後も継続させる努力が必要と考えています。 

編集者は今回のニュースを作成する事ができたのは、『憲法 9 条があるからだ』と思います。暑い夏の

中、汗を流しながら準備等に奔走された各地域のスタッフの皆様に心からの敬意と御礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 
 

（文責 静岡県勤協事務局長・秋山一） 

◆ 県勤労協からのお知らせ 

軍拡ＮＯ！街頭宣伝とデモ 
と き 2023 年 11 月 19 日（日）13 時～14 時 

13 時～街頭宣伝．13 時 30 分～デモ行進  

ところ 静岡駅北口地下通路 他 

主催／連絡先 戦争をさせない 1000 人委員会・静岡 

静岡市駿河区南町 11-22（県平和センター事務局） 

℡054-282-4121 FAX054-284-0191 
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小山さとる静岡市議会報告 
 

静岡市議会は令和５年９月に議会運営委員会を開催、２５日に小山さと

る市議の総括質問がありました。 

質問は「教職員の働き方改革について」「子どもたちのための教育環境

の充実について」「シズカツについて」「子どもの居場所づくりについて～

放課後児童クラブの環境整備～」です。各項目の質問詳細と答弁をこちら

に紹介します。 

 

＜教職員の働き方改革について＞ 

静岡市教育委員会から、学校における働き方改革新プランが、令和 4 年 4

月に打ち出されました。新プランは、基礎期、充実期、深化期の５カ年計画で構成されており、本

年度は充実期に入っており、働き方改革に向けた取組がすすめられているところである。 

 

Ｑ1：「学校における働き方改革新プラン」を踏まえた働き方改革の取組状況はどのようになってい

るか。 

A：「基礎期」となる令和４年度は、「学校や教職員に対して新プランの目的や方向性の周知」を行う

とともに、推進校による実践研究に取り組みました。推進校は、小学校高学年における教科担任制

の導入や、特定の曜日を午前日課にして授業準備の時間を確保すること等に取り組み、その結果、

「学習が好き」と答える児童の増加や、教職員の時間外勤務の削減等の成果が見られました。「充実

期」の１年目にあたる令和５年度は、実践研究で確認された成果を他校に広げるとともに、アプリ

の活用による保護者との連絡手段の効率化等に取り組んでいます。また、ＰＴＡ連絡協議会におい

て、働き方改革についての説明を行い、理解を求めるなど、家庭・地域との連携 強化にも取り組ん

でおります。 令和６年度は、これまでの取組を継続するとともに、校務支援システムに教員の出退

勤管理に関する機能を追加し、タイムマネジメントを意識した働き方改革を推進してまいります。 

 

Ｑ２：事務業務の削減の中に、新規の施策として「欠席連絡のデジタル化のための整備」と「教材

の保存・共有による授業準備の削減」とあるが、現在、保護者との連絡手段や、教員間の情報交換

について、ＩＣＴによる効率化は進んでいるか。 

A：「保護者との連絡手段等の効率化について」ですが、令和５年度からは、インターネットを利用

した「保護者向け連絡ツール」を全ての小中学校において活用しています。次に、「教員間の情報交

換」についてですが、令和５年度、端末上で複数人が会話に近い形で意見交換・共有をおこなえる

チャットの実証研究を開始しております。チャットを使うことで、時間と場所を選ばずに情報のや

り取りができるため、放課後の教員間の打合せの頻度を減らすことにつながります。 令和５年度内

には、実証研究の結果を踏まえ、全ての小中学校への導入を図り、教員間での情報交換・共有の更

なる効率化を進めてまいります。 

 

Ｑ３：「授業時数の整理」について、プランの中には「教育課程編成において、適正な授業時数とな

るよう、指導する」との記載がある。 

「適正な時数」とするために、どのような取組をしているか。 

A：教育委員会では、毎年、全校を対象とした時数を含めたカリキュラム 編成の説明会を実施し、

指導方法の工夫や学校行事の精選等により、授業時数を適正にするための方策について周知してい

ます。 また、カリキュラム編成の相談会を実施し、各校の実情に合わせて指導助言することにより、

各校の教育活動の独自性は担保しつつ、授業時数が増えすぎないための取組を続けているところで

す。  

 

Ｑ４：時間管理の徹底について、改正給特法により、時間外在校等時間の上限が月 45 時間、年間

360 時間と示されている。時間外勤務時間の上限である 45 時間以内を目指すために、どのような方

策を考えているか。 
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A：本市では、「学校以外が担うべき業務」の一例である「学校徴収金の徴 収・管理」について、学

校給食費の公会計化に向け検討を進めております。これにより、学校現場での徴収・管理業務を削

減することができ、 学校・教職員の負担軽減を図ることができるものと考えております。 また、

部活動指導など「必ずしも教師が担う必要のない業務」や、プ リント印刷、教材準備などの「負担

軽減が可能な業務」については、「シズカツ」の推進や、「スクール・サポート・スタッフ」を有効

活用することで、業務の適正化を一層進め、教職員の時間外勤務の上限を 45 時間以 内にするよう、

努めてまいります。 

 

＜子どもたちのための教育環境の充実について＞ 

小中学校特別教室への空調設備整備について 

この 9 月議会において、小中学校特別教室への空調設備整備についての補正予算が提案され、スケ

ジュールも示されました。 

 

Ｑ：設置までのスケジュールを見ると、中学校から先に設置を進めることになっているが、小学校

においても特別教室の稼働率は高く、特に音楽教室については、多くの学校でほぼ毎時間利用され

ている状況があるが、今回、中学校から先に実施する理由はどのようか。 

A：中学校の特別教室は、音楽や美術など、授業での利用が多く、また、通常の授業に加え、夏休み

にも部活動で使用するなど、小学校と比較して利用頻度が高く、

生徒と教員の健康に配慮する必要があるため、中学校から優先し

て着手することといたしました。なお、空調設備の設置工事は、

中学校の一部が令和７年夏までに、残りの中学校と小学校全校は

８年夏までに整備が完了し、供用開始する予定ですが、設計等を

早期に進め、供用を少しでも前倒しできるよう努めてまいります。。 

 

特別支援教育の充実について 

現在、市内の小中学校には約 250 の特別支援学級があり、その

うちの自閉症・情緒障害学級には非常勤講師が配置されていると

ころがあります。学級担任の他に、もう一人指導者がいるという

ことです。 

現在、非常勤講師は、7 人以上の在籍があり、かつ 4 学年以上の児童が在籍する学級に配置されて

います。 

 

Ｑ：自閉症・情緒障害学級へ非常勤講師への配置について、非常勤講師を配置したことによって、

どのような成果があったのか。 

A：本市では、市独自の取組として小学校の自閉症・情緒障害学級に、担任教員に加え、非常勤講師

を配置しています。これまで、令和２年度は４名、３年度は６名、４年度 以降は９名を配置してい

ます。 配置校においては、教師が一人ひとりの子どもに接する時間が長くなることで、子どもの学

習内容の理解と授業態度が向上していること、また、学習以外の場面でも、子どもたちが落ち着い

て学校生活を過ごせるようになっていることが成果として現れています。 

 

※その他、少子化による部員数の減少や競技経験のない顧問の増加などの部活動の課題を解決するために、本

市独自に構想した地域展開モデル「シズカツ」や、「放課後児童クラブの環境整備」についての質問がありました。 

紙面の関係で割愛させていただきます。 

 

＜意見要望＞ 

〇教職員の働き方改革について 

今後も教育委員会と学校現場の双方での取組が発展的に継続して展開することで、働き方改革が

実感の伴う改革となるよう、教育委員会としても、学校現場への人的配置の拡充など、プランの充

実に向けて取組の継続強化をお願いしたい。 
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〇小中学校特別教室への空調設備整備について 

現在示されているスケジュールに遅れることなく、令和 8 年度の夏が始まる前までに全部の学校

への設置が進むようにお願いする。可能な限り一校でも多く前倒しでできるようご配慮をお願いす

る。 

〇特別支援学級への非常勤講師の配置について 

支援を必要とする子どもにとって、その子の学びと育ちを保障するうえで、大きな効果がある。

現在の配置基準である 7人以上かつ 4学年以上を、緩和できるようお願いする。 

〇シズカツについて 

今後も様々な課題が次々に出てくるものと思われますので、現場の声や子どもの声なども含め十

分な議論をつくしながら、シズカツを推進してほしいと思います。 

〇放課後児童クラブへの Wi-Fi環境整備について 

今後の検討が積極的方向で進むことを期待します。さらには、体育館などは、避難所に設定され

ることもあることから、そうした施設も含め学校内の敷地内どこでも Wi-Fi に接続できる環境整備

も併せて求めたい。 

 

 

 

 

 

☆掛川市勤労協 
非核平和都市アクション 

消さないで！戦争の記憶展を開催しました 

◆非核平和展 

 掛川市が非核平和宣言都市であることから、その本旨

を市民に周知することなどを目的に実施してきたこの取

り組みは、今年で１３回目を迎えました。 

８月１０日から１３日まで、掛川市中央図書館の学習

ホールで「消さないで！戦争の記録展」として開催した

展示会には、５００人を超す人たちにご来場いただきま

した。 

展示物を見つめ、なかなか動こうとしない人。涙を流

し写真パネルに見入る人。展示物品や痛ましい写真が訴

える力の強さを実感した展示会でした。 

 展示会には、静岡平和資料センター、沖縄県平和資料祈念館、東京戦災資料センターなどから借

用した資料、会員が取材して取りまとめた掛川市周辺の戦争遺跡などを、時系列で展示し、また NHK

が放映した戦争収録映像もまとめて放映しました。 

 戦後７８年、軍靴の足音が近づくような「新しい戦前」が目の前に広がり、先の大戦は「アジア

の開放」に必要であったと公言する国会議員が現れるなど、軍拡への施策には歯止めがきかない状

況にありますが、であるからこそ、このような取り組みは、これからも継続していく事が必要と、

役員会で確認しています。 

 

◆夏休み子ども映画会 

４０年近く前から、子どもたちに平和の尊さを知ってもらおうと開催を重ねてきたこの取組みで

すが、近年は市内の学童施設の協力を得て開催。今年は１３会場に、４７９人の学童の参加を得て

開催できました。 

各地区活動報告 
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ドラえもん、日本昔話と併せ、戦争を題材にした小編ア

ニメ映画を９０分ほど放映していますが、子どもたちに

訴える映像が見つからなくて、苦心しています。 

 広島の原爆を題材にした「おこりじぞう」は、いずれ

の会場でも上演し、子どもたちに感動を与えていますが、

この映像自体４０年以上前の制作であり、少し説得力に

欠けるところがあるようにも思われます。 

 それでも、これらの映像を目にした児童から、平和の

大切さ、戦争の悪質さを指摘する感想文が届き、忙しか

った取組みに頑張って参加してくれた役員も胸をなでおろしています。 

 

社会福祉施設への雑巾寄付 
 

会員が心を込めて縫ってくれた手縫い雑巾は、社会福祉施設で大変に喜ばれています。今年も７

月２８日、市内の特別養護老人ホーム「さやの家」と「かけがわ苑」に各１５０枚ずつお届けする

ことができました。ささやかで、爽やかな社会貢献活動の一助です。 

（通信員 事務局次長・笹本義雄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


